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Research Abstract

磁気軸受は, 磁気浮上の原理によって回転体を浮上させ⽀持するものである. そして電動機により回転させるが, ⾼速になると軸の不つりあい, 軸のたわみが原因となっと振
動を発⽣しやすくなる.
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本研究はその軸振動を押え, より⾼速で電動機を駆動するための基礎技術を作るものである.
本年度の研究は次のように⾏なった.
1.軸の不つりあいが回転軸系に与える影響を明確に数式モデル化した.
2.その数式モデルを基礎にして, 軸振動を抑えるための磁気浮上系の制御⽅式を考案した.
3.実験ではまず, 電動機回転速度が⼀定(低速度, 中速度)の場合について制御装置を製作し, 実験を⾏なったところ, 軸振動制御に対し顕著な効果が⾒られた.
4.次に, 回転速度が変化する場合についても制御装置を製作し, 実験を⾏なったところ, ある速度範囲内で効果が⾒られた. 超⾼速領域では困難である. この原因は電⼒増幅
器の能⼒によることが明らかになった.
5.なお, この研究の過程で次の研究も⾏った.
(1)磁気軸受における摩擦特性, とくにクーロン摩擦
(2)ラジアル・スラスト制御兼⽤の理論と制御系設計法
(3)磁気浮上系のディジタル制御の理論と実験
なお, 磁気軸受のたわみの効果を単純化したモデルによる研究計画を作製し実験に移りつつある.
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